
蒙
古
の
歴
史
的
研
究
の
慈
蓄
の
一
端
を
公
に
せ
ら
れ
た
も
の
で
眞

に
有
繋
以
る
快
著
く
」
謂
ふ
べ
き
で
あ
ろ
、
凡
て
三
十
四
章
に
分
れ

蒙
古
S
溝
靭
ε
の
複
灘
な
る
政
治
的
六
斎
的
欝
欝
よ
り
宗
教
的
脳

係
を
論
為
し
、
清
朝
末
の
蒙
古
の
新
欧
施
行
よ
り
露
西
亜
ミ
の
蘭

係
を
探
り
露
支
蒙
相
互
の
關
係
を
論
評
し
一
九
一
輔
年
の
蒙
古
猫

立
の
顛
末
外
蒙
古
猫
立
宣
言
後
の
露
支
尊
閣
係
を
論
明
し
最
後
に

最
近
の
形
勢
の
三
二
を
呼
べ
、
複
錐
せ
る
政
治
的
経
濟
的
閣
係
を

述
ぶ
る
に
豊
富
な
る
史
料
を
経
ミ
し
高
遇
な
る
識
見
を
緯
ご
し
詠

む
者
を
し
て
此
の
扁
鱒
を
営
め
て
は
更
に
全
羊
を
思
は
し
む
る
も

の
、
そ
の
名
は
學
衛
的
論
著
な
り
一
し
難
も
同
時
に
我
が
國
策
の
將

來
に
ミ
リ
て
の
経
世
の
最
良
参
考
書
、
學
者
は
勿
論
筍
く
も
支
那

蒙
古
問
題
を
論
じ
我
が
國
の
將
來
を
考
ふ
る
入
士
に
は
必
ず
再
護

三
讃
す
る
を
要
す
べ
き
費
典
な
り
ε
す
る
。
　
（
菊
版
四
六
八
頁
、

京
都
寺
町
丸
太
町
弘
文
堂
、
贋
四
・
五
〇
）
【
那
波
】

鰯
燕
呉
載
筆

文
塵
’
士
那
波
利
占
パ
著

　
大
正
八
年
秋
、
著
者
墨
跡
に
遊
び
、
北
燕
京
よ
り
南
銭
塘
に
至

る
。
齢
來
久
し
く
其
紀
行
を
「
歴
奥
ミ
地
理
」
に
蓮
載
せ
ら
れ
し
が

　
　
第
十
巷
　
　
縮
　
　
介

未
だ
全
程
の
雫
に
濡
せ
す
、
依
て
其
全
般
を
簡
明
に
抜
草
し
た
る

も
の
乃
ち
是
。
箸
者
の
博
識
な
る
、
滑
道
谷
地
の
古
今
滑
革
風
俗

入
物
を
叙
蓮
す
る
こ
ε
極
め
て
詳
細
に
し
て
、
維
ふ
る
に
身
親
し

く
縄
験
せ
る
實
地
の
感
想
を
以
て
す
れ
ば
、
後
に
要
地
に
遊
ぶ
，
者

の
懐
中
に
聞
く
べ
か
ら
ざ
る
好
伸
侶
な
る
を
疑
は
す
。
（
四
六
版
五

〇
八
頁
、
捻
文
華
麗
行
、
便
三
・
八
○
）
【
宮
崎
】

　
　
　
目
り
0
9
ヨ
ぴ
士
爵
①
満
濃
。
一
詳
顛
の
8
曙
．
国
岳
8
伍

　
　
　
び
団
い
じ
d
ピ
母
ざ
男
ゆ
●
》
．
鳩
ω
・
〉
●
O
o
o
『
ご
拝
U
遣

　
　
　
南
国
》
創
8
。
ぎ
く
。
ぎ
日
Φ
H
一
」
鼠
5
強
弓
冥
憲
同

　
　
　
餌
巳
　
霞
錠
δ
自
ヨ
℃
搾
①
ω
8
0
．
H
O
o
o
φ
ρ

　
　
　
（
∩
9
ヨ
び
嵩
α
σ
q
①
韓
d
築
く
①
邑
δ
団
津
Φ
ω
ヨ
2
9
く
く
。
昂
”

　
　
　
寓
8
慧
薮
鐸
0
8
も
碧
メ
に
同
誌
や
や
℃
●
湊
タ
演
ご

　
　
　
ω
い
の
●
）
・

　
ク
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
古
代
史
は
歓
洲
民
族
史
の
第
一
部
ε
し
て
計
登

さ
れ
し
も
の
に
し
て
、
そ
の
第
三
部
を
な
す
近
世
史
十
三
巻
（
一

九
〇
二
i
一
九
U
一
）
は
既
に
完
成
し
、
第
二
部
を
な
す
中
世
史

は
出
版
樫
藤
壷
に
し
て
昨
年
第
四
巻
を
世
に
出
し
て
を
る
。
近
世

史
は
ア
ク
ト
ン
卿
。
中
世
史
は
ビ
ユ
ー
リ
ー
敏
授
の
意
匠
に
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
浬
閃
　
雛
…
　
　
　
｝
四
五
　
　
（
六
一
二
五
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
紹
　
　
介

し
も
の
で
あ
る
。
古
代
史
は
ビ
ユ
ー
リ
ー
・
ク
ッ
ク
。
ア
ド
コ
ッ
ク

の
三
略
に
よ
り
て
編
纂
さ
れ
し
も
の
、
全
八
冊
に
て
完
成
せ
ら
る

・
豫
罪
な
る
も
現
在
の
ミ
こ
ろ
第
二
巻
ま
で
上
梓
せ
ら
れ
て
を

る
。
第
輔
巻
は
一
九
二
三
年
、
第
二
巻
は
一
九
二
四
年
に
出
版
せ

ら
れ
、
前
者
は
後
者
の
現
は
る
・
前
に
既
に
第
二
版
を
出
し
て
を

る
。
古
代
史
の
執
筆
者
は
い
つ
れ
も
其
方
面
の
乱
塾
者
で
あ
る
。

蕃
昌
巻
は
西
紀
接
蝋
五
八
○
ま
で
の
エ
ヂ
ブ
ー
・
及
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
を

主
要
封
象
ざ
し
て
取
扱
ひ
、
本
文
は
十
七
章
に
命
か
れ
序
文
ビ
ブ

リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
等
を
合
す
れ
ば
七
二
六
頁
の
大
概
ミ
な
る
。

　
第
二
総
は
序
文
本
文
及
附
録
を
合
し
て
七
七
六
頁
の
大
冊
で
あ

る
。
本
文
は
世
二
章
に
分
け
ら
れ
そ
の
主
要
部
分
は
凡
そ
西
紀
前

　
一
千
年
ま
で
の
エ
ヂ
ブ
ト
及
ヒ
ッ
タ
イ
ト
包
容
に
用
ひ
ら
れ
て
を

る
。
執
筆
者
は
第
一
巻
で
酬
染
の
蜀
ゆ
．
8
爵
。
昌
、
。
づ
・
o
。
。
鮮
鵠
”
斜

壽
8
の
外
に
饗
曾
Q
【
冨
｝
・
千
切
巴
。
p
・
。
け
。
P
ヴ
Ω
・
麟
。
㈹
9
唄
夢
い
φ

曳
き
愛
日
芝
銭
。
－
Q
。
蔓
月
｝
日
。
彫
農
跨
診
ξ
u
図
・
8
・
匿
。
負
。
，
“
≦
・
男
・
国
p
H
霞
員
・

等
の
模
威
が
執
筆
し
て
を
る
。

　
小
誌
に
根
津
を
置
き
し
ヒ
ッ
タ
イ
ト
（
種
無
。
・
．
蟄
p
辞
日
、
p
黛

響
ρ
蓉
。
5
穿
ひ
）
に
評
し
て
は
ケ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
の
イ
ム
マ
ヌ
エ

「
第
四
糖
い
　
　
　
一
四
山
ハ
　
（
山
勢
三
六
）

ル
カ
レ
ッ
ヂ
の
塾
長
に
し
て
比
較
言
語
學
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
憎

O
濠
鵠
博
士
及
び
オ
ツ
ク
ス
フ
才
i
ド
の
マ
グ
ダ
レ
ン
、
カ
レ
ッ

ヂ
の
フ
ェ
ロ
ー
た
る
⇔
9
頃
。
鴇
巴
9
博
士
が
こ
れ
に
當
り
前
者
は

入
種
學
的
方
面
よ
り
後
者
は
該
民
族
の
一
般
文
化
的
方
颪
よ
り
叙

懐
し
て
を
る
。
ヒ
ッ
タ
イ
ト
帝
國
の
勢
力
及
版
圖
は
前
二
千
年
代

の
古
代
東
方
史
に
於
て
最
も
重
要
な
る
地
位
を
有
す
る
も
の
に
し

て
、
過
去
五
十
年
闇
に
盛
ん
に
研
究
さ
れ
て
を
る
が
未
だ
眞
相
が

明
に
さ
れ
ざ
る
歌
態
に
あ
る
。
本
書
に
去
て
も
、
O
篇
。
。
。
博
士
は
該

民
族
の
入
選
學
的
言
語
學
的
聡
係
は
未
だ
不
明
の
う
ち
に
あ
る
ミ

な
し
て
を
る
次
第
で
あ
る
。
（
六
頁
）

　
エ
ヂ
ブ
ト
方
面
（
三
i
八
章
）
は
斯
學
の
鴻
儒
シ
カ
ゴ
大
學
の
ブ

レ
ス
テ
ヅ
ド
博
士
が
旛
託
し
て
を
る
。
博
士
の
樫
威
に
つ
き
て
は

当
言
を
用
ひ
る
の
要
は
な
か
ら
う
。
第
二
巻
に
於
て
注
目
す
べ
き

章
は
第
十
四
章
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
興
超
」
（
三
五
二
一
四
〇
六
頁
）
で

あ
る
。
こ
れ
は
幹
｝
0
8
岸
薄
．
士
の
筆
に
な
っ
た
も
の
、
欧
米
に

於
て
必
讃
の
文
字
ミ
し
て
推
薦
さ
れ
て
を
る
も
の
で
あ
る
。
最
新

の
史
的
文
献
的
批
判
の
方
法
は
全
ペ
ー
ヂ
に
渉
っ
て
こ
れ
を
認
む

る
こ
ミ
が
出
淘
る
。
博
士
は
先
づ
奮
約
書
記
事
に
齢
し
コ
欝
約
書



は
イ
ス
ラ
エ
ル
史
の
材
料
こ
そ
供
給
す
れ
イ
ス
ラ
エ
ル
史
そ
の
も

の
は
備
へ
て
を
ら
な
い
し
ε
い
ふ
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
、
ス
ミ
ス
の
見

地
に
立
脚
し
て
こ
、
よ
り
出
嚢
し
て
を
る
（
三
五
二
頁
）
。
博
士
は

叉
「
イ
ス
ラ
エ
ル
」
な
る
語
は
三
様
の
内
容
を
持
て
る
こ
ε
を
指
摘

し
奮
約
書
中
に
こ
の
万
別
を
な
す
は
困
難
事
な
る
も
史
料
批
制
上

な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ぐ
」
を
五
帝
し
て
を
る
。
三
襟
の
内
容
ε
は
、

（
一
）
南
北
爾
王
朝
分
離
前
の
所
謂
「
ヤ
コ
ブ
の
子
等
」
ε
し
て
の
全

民
族
、
（
二
）
北
イ
ス
ラ
エ
ル
、
南
ユ
ダ
の
南
北
分
離
後
の
北
イ
ス

ラ
エ
ル
。
（
三
）
北
朝
イ
ス
ラ
エ
ル
滅
亡
後
の
ユ
ダ
、
こ
の
三
つ
で

あ
る
（
三
五
五
頁
）
。
博
士
は
本
章
の
最
後
に
於
て
、
蔭
約
史
の
特

長
は
事
實
の
葉
理
に
よ
り
も
観
念
の
眞
理
に
在
る
ざ
断
定
を
下
し

て
を
ら
る
（
四
〇
六
頁
）
。
次
に
重
要
な
る
十
七
章
「
ア
ケ
ァ
入
及

｝
ロ
や
職
畢
」
（
四
七
三
一
四
九
七
頁
）
十
八
章
「
ホ
ー
マ
ー
」
（
四
九

八
－
五
一
七
頁
）
は
ミ
も
に
8
要
事
蔓
摘
下
の
筆
、
藤
下
は
ク
ム

卑
ブ
リ
ッ
ヂ
大
疑
の
近
代
野
の
教
授
な
る
も
此
方
面
の
執
筆
者
ぐ
」
し

て
最
適
任
者
た
る
こ
ε
は
萬
入
の
異
存
な
き
こ
S
で
あ
ら
う
。
敏

授
は
古
く
よ
り
豪
く
ゆ
き
わ
た
れ
る
懐
疑
主
義
を
去
り
て
ホ
ー
マ

ー
を
ξ
δ
嘗
ρ
℃
。
琶
養
に
蹄
ら
し
め
て
を
る
。
イ
リ
ァ
ツ
ド
・
オ

　
　
　
第
十
巻
　
　
紹
　
　
介

デ
ツ
セ
イ
の
統
一
性
を
支
持
し
そ
の
作
春
の
同
噌
入
な
る
こ
S
を

主
張
し
て
を
る
、
「
も
し
爾
詩
の
作
者
を
一
入
ミ
す
れ
ば
該
作
者
を

ホ
ー
マ
…
に
蹄
せ
ざ
る
こ
ミ
は
因
難
で
あ
る
。
も
し
二
人
の
同
様

に
偉
大
な
る
作
者
を
許
さ
ん
か
適
者
の
名
は
必
ず
や
記
憶
せ
ら
れ

て
を
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
だ
」
（
五
〇
七
頁
脚
註
）
ミ
、
而
し
て
「
ホ
ー

マ
ー
の
時
代
は
九
世
紀
の
中
葉
を
下
ら
な
い
頃
で
あ
る
」
（
五
〇

七
頁
）
ミ
な
し
て
を
る
。

　
第
↓
巻
は
九
名
の
第
一
一
巻
は
士
二
名
の
携
亡
者
の
手
に
よ
り
て

執
筆
さ
れ
た
る
も
の
ミ
し
て
、
知
識
の
斬
新
、
確
實
の
馳
よ
り
い

へ
ば
現
存
古
代
史
中
先
頭
に
立
つ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し

一
個
の
古
代
史
亡
し
て
統
輔
性
の
見
地
よ
り
こ
れ
を
観
れ
ば
蓮
憾

S
思
は
る
》
簾
が
な
い
で
は
な
い
。
編
纂
者
の
一
大
苦
心
の
こ
の

鮎
に
存
せ
し
こ
ざ
は
想
像
に
難
く
な
い
。
執
筆
者
が
そ
の
方
颪
の

擁
威
ε
し
て
個
性
的
で
あ
れ
ば
あ
る
程
全
艦
ε
し
て
の
統
一
性
が

困
難
ミ
な
っ
て
く
る
こ
ミ
は
止
む
を
得
な
い
こ
ミ
で
あ
る
。
か
蕊

る
性
質
の
害
に
一
個
性
の
も
の
せ
る
も
の
に
求
む
る
が
如
き
も
の

を
求
む
る
こ
ミ
は
木
に
よ
り
て
魚
を
求
む
る
の
誘
を
ま
ぬ
か
れ
ぬ

で
あ
ら
う
。
相
互
に
一
長
一
短
の
あ
る
は
止
む
を
得
な
い
こ
ε
で

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
＝
四
七
　

（
六
三
七
）



　
　
　
第
十
巻
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介

あ
ら
う
。
叉
古
代
史
執
筆
群
雄
に
英
國
に
於
け
る
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
研

究
者
中
の
同
（
…
義
ぐ
」
も
い
ふ
べ
き
劉
ぞ
・
嫉
護
の
名
の
見
え
ぬ
こ

ミ
は
な
ん
ε
い
っ
て
も
物
足
り
な
い
。
し
か
も
そ
れ
が
長
廼
の
た

め
な
る
こ
ミ
は
一
入
寂
莫
の
感
を
深
う
せ
し
む
。
〔
中
原
〕

⑲
野
臥
麺
轟
燃
冊
豊
後
磨
崖
石
佛
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
榑
士
　
濱
田
　
耕
作
著

　
近
時
，
考
古
學
的
研
究
調
査
の
霊
園
が
頗
る
襲
大
さ
れ
て
き
た

が
從
來
、
考
古
學
的
調
査
ミ
云
へ
ば
古
墳
や
石
器
時
代
の
そ
れ
に

限
ら
れ
、
而
か
も
或
は
先
史
ミ
云
ひ
、
或
は
原
史
ミ
評
し
、
其
の

限
界
を
固
守
す
る
の
感
が
あ
っ
た
。
況
ん
や
歴
史
時
代
に
於
け
る

美
術
的
強
物
の
如
き
は
美
術
史
家
の
取
扱
ふ
べ
き
も
の
ミ
さ
れ
て

顧
み
る
も
の
Σ
少
か
っ
た
こ
ミ
は
此
れ
全
く
悠
久
な
晴
代
を
纏
劃

的
に
載
嬉
し
，
其
の
個
々
は
或
は
入
種
學
春
、
或
は
考
古
學
者
、

或
は
美
術
史
家
の
夫
れ
く
究
明
す
べ
き
も
の
、
範
園
ミ
想
定
し

互
に
造
物
研
究
の
脈
絡
を
全
い
で
居
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
さ
有

史
以
前
よ
り
以
後
に
鋳
る
遣
物
の
蓮
關
は
決
し
て
偶
獲
的
の
も
の

で
な
く
、
原
始
ミ
云
ひ
、
優
秀
ミ
云
ひ
そ
れ
は
取
扱
ふ
も
の
・
見

　
　
　
　
　
　
　
　
鼎
畢
甦
離
酬
　
　
　
】
四
八
　

（山

r一

�
ｪ
）

解
に
過
ぎ
な
い
。
さ
れ
ば
歴
更
時
代
究
明
の
史
家
か
所
謂
考
古
學

的
涌
物
を
取
級
っ
て
ヨ
リ
良
き
解
明
を
與
へ
る
も
の
も
あ
ら
う
。

こ
れ
ざ
岡
様
に
考
古
芸
者
が
奨
緬
史
家
の
取
扱
．
諭
も
の
を
見
て
史

家
の
推
察
し
得
ぬ
も
の
を
解
答
し
得
る
も
の
も
あ
ら
う
。
斯
く
て

近
蒔
、
三
種
の
研
究
調
査
の
範
園
が
鑛
大
さ
れ
て
來
た
こ
電
は
濁

り
一
国
の
幸
編
の
み
で
は
な
か
ら
う
。
漸
か
る
意
味
に
於
て
今
次

刊
行
せ
ら
れ
た
「
豊
後
磨
崖
石
佛
の
研
究
」
は
考
古
墨
的
遣
物
調
査

の
基
礎
に
築
か
れ
た
美
衛
県
評
物
の
調
査
研
究
で
あ
っ
て
，
考
古

學
的
研
究
調
査
の
範
園
が
決
し
て
古
墳
や
石
器
時
代
に
限
定
せ
ら

る
亀
も
の
で
な
く
却
っ
て
其
の
調
査
研
究
の
方
法
は
美
術
史
家
芝

粗
野
塾
し
て
完
全
を
期
す
べ
き
こ
ミ
が
判
ら
う
。
本
署
は
本
文
五

章
に
分
ち
、
石
蟹
分
布
の
主
要
地
で
あ
る
大
分
市
上
野
元
町
，
大

分
郡
樋
田
村
，
大
野
郡
管
尾
村
、
臼
杵
町
深
田
の
四
章
に
刷
ち
各
，

章
は
更
に
各
節
に
分
っ
て
一
々
の
像
群
及
諸
職
の
製
作
年
代
ミ
美

爾
的
贋
値
を
叙
し
、
第
五
章
は
後
学
亡
し
て
石
佛
造
畢
の
特
質
、

作
者
ミ
時
代
、
撲
式
槻
、
支
那
朝
鮮
の
石
佛
ミ
の
關
係
，
石
佛
製

作
の
基
礎
等
を
論
じ
巻
末
に
豊
後
地
方
石
佛
地
名
表
を
附
さ
れ
て

み
る
。
以
上
本
文
約
百
五
十
頁
に
及
び
挿
圖
約
五
十
を
以
て
し
、


